
 

 

算数・数学のコアティーチャ

ー（理数教育優秀教員）による授

業研究会等の事業は、平成２４

年度からスタートしました。そ

の目的は、全国学力・学習状況調

査の結果、自校の課題等を踏ま

えた算数・数学の学力向上に向

けた授業参観や、授業改善の視

点や方策についての協議を通して、本県教員の更なる指導力向上を図

ることです。  

今年度の算数・数学科コアティーチャーは、昨年度に引き続き下郷

町立旭田小学校の齋藤里美先生と南会津町立荒海中学校の稲本恵美

先生です。お二人の先生には、上記のような本県と南会津域内にお

ける算数・数学科教育の課題解決に向け、それぞれに授業テーマを

設定し年に２回の授業研究会を行っていただきました。 

齋藤先生の実践  第４学年「分数をくわしく調べよう」  

授業テーマ：「数学的な見方・考え方を働かせ自分の考えを表現し

たり、対話的な課題解決をしたりすることを通して、帯分数を仮分

数になおす方法を説明することができる授業」  

＜授業の前＞ 

教師と子供たちが一緒に考えた「分数カード神経衰弱」を行ってい

ました。カードに書かれている同じ大きさの分数（例：  1/3 と 2/6）を引いたらカードが

もらえて、最終的な枚数が多い方が勝ちというものです。単元を通して繰り返し行うこと

で数に対する感覚なども高めていました。 

＜実際の授業＞ 

教師が前時の子供の振り返りを紹介し、それを受けて「帯分数を仮分数に直すことはで

きるか」と全員でめあてを考えていきました。その後の問題解決では、「自分で考えてもよ

し、友達と考えてもよし」という子供たちに学び方を選択させる場面がありました。めあ

てを自分たちで設定したり、問題解決に意欲的に取り組んだりする姿は「自ら学ぶ子供の

姿」を具現していました。  

また単元を通して「表現力の育成」を意識して子供たちに取り組ませることで、子供た

ちは自分で数直線を描いて、帯分数と仮分数の大きさについて考えていました。全体で共

有する場面では、「友達の話を本気になって聞くこと」、「友達の意見や言いたかったことを

他の児童がつないで話すこと」が徹底されており、普段からの学級経営のすばらしさも伺

えました。主体的・対話的な学びを通して、より深い学びに迫ることができた授業となり、

「自ら学ぶ子供」の育成につながる授業となりました。 
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「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための算数・数学コアティーチャー授業研究会  

＜本県と南会津域内における算数・数学教育の課題＞  

〇式や計算の意味を理解すること。  

〇根拠を明らかにして、筋道を立てて考えること。  

〇数学的な見方や考え方を生かして問題を解決すること。  

〇事柄や場面を数学的に解釈したり、適切に表現したりすること。  

〇身につけた知識や技能を実生活や学習等で活用すること。  

〇発展的・統合的に考えること。  

〇ＩＣＴをツールとして有効に活用すること。  

カードも自分たちで

作りました！  

＜参観者の感想より＞  

・課題の出し方、選択できる場とその雰囲気、一つ一つ丁寧な指導、授業コーディネート、

自己マネジメント力、子供同士の指導のまわし等々、多々勉強になった。  

・子供たちが学習を楽しめるしかけがたくさんあった。先生の言葉数が少ないからこそ、

子供たちががんばれる環境づくり、私も実践できるようにがんばりたいと思う。  

・導入は短く、本時の課題が分かりやすく、すっと展開に入っていくところを真似してい

きたいと思う。  



稲本先生の実践  第２学年「三角形と四角形」  

授業テーマ：「既習事項をもとに新たな課題を解決

することを通して、数学を学ぶことのよさ、考える

ことの楽しさを味わうことができる授業」  

＜実際の授業＞ 

生徒一人一人にタブレット端末を与え、遊園地にある回転する乗り物  

（写真右上）の動画教材を提示し、人の乗る面は常に水平であること、

そしてそれは「平行四辺形になっているから」という生徒の気付きを引

き出して授業を展開していきました。  

その後、一人一人に動画を自分のタイミングで止めさせ、そこででき

たそれぞれの平行四辺形を使って、課題解決に向かわせました。この

「それぞれが形の違う平行四辺形」で考えさせることが、共有場面での

発展・統合、一般化につながっていきました。域内の課題でもある「根

拠を明らかにして、筋道を立てて考えること」、「身につけた知識や技能

を実生活や学習等で活用すること」、「発展的・統合的に考えること」、

「ＩＣＴをツールとして有効に活用すること」の解決に向け、生徒たちが「自ら学ぼう」

と積極的に取り組んだ授業でした。  
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＜参観者の感想より＞  

・小学校６年生に中学校の授業を見据え、どのような指導をしてどんな力を身につけさせ

ればよいか大変勉強になった。  

・数学は算数の延長だと再確認できた。基本の定着を大切にしたい。  

・小学校のつながりにも触れることができ、研究協議会も大変勉強になった。 ICT の活用

を授業に取り入られるように研究していきたいと思う。  

算数・数学ジュニアオリンピックに挑戦！ 

１０月２３日（日）に令和４年度福島県算数・数学ジュニアオリンピックが開催  

されました。今年度は３年ぶりに参集型での開催となり、県内では５００名を超  

える参加者があり、域内からは小学生３名が参加しました。 

参加した児童は、普段の算数の問題とはまた違った難問に対して、一生懸命に取り組み、考える

ことの楽しさや算数の面白さを感じていたようでした。 

小学校算数と中学校数学の問題の一部を下に掲載しました。チャレンジしてみてはいかがでしょう

か？また、問題と回答については各小中学校に送付されておりますので、そちらもご活用ください。 

R 4  算 数 よ り  

R 4  数 学 よ り  

解答  

算数２（１）ア２ イ５ ウ８ エ９ 

オ１ カ７ 

 

数学１（１）１２６ 

遊園地にある乗り物

がいつでも水平なの

はどうして？  


